
箕
面
市
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
子
ど
も
招
待
事
業
実
施
要
綱

（
令
和
六
年
七
月
一
日
訓
令
第
六
十
号
）

改
正

令
和
六
年
八
月
九
日
訓
令
第
六
十
三
号

改
正

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日
訓
令
第
七
十
三
号

改
正

令
和
七
年
四
月
十
四
日
訓
令
第
四
十
一
号

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
要
綱
は
、
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
に
お
い
て
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
の
最
先
端
技
術
や
価
値
観
な
ど
に
直
接
触
れ
る
体
験
を
重

ね
る
こ
と
で
、
新
し
い
未
来
社
会
の
創
造
に
向
け
、
自
ら
の
将
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
、
箕
面
市
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
に
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
の

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
配
付
す
る
た
め
、
市
が
大
阪
府
と
連
携
し
て
実
施
す
る
、
箕
面
市

二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
子
ど
も
招
待
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い

う
。
）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
万
博
Ｉ
Ｄ
」
と
は
、
公
益
社
団
法
人
二
千
二
十
五
年

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）
が
提
供
す
る
万
博
関

連
サ
ー
ビ
ス
に
共
通
で
使
用
す
る
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
を
い
う
。

２

こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
」
と
は
、
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧

会
の
入
場
に
必
要
と
な
る
十
桁
の
Ｉ
Ｄ
で
あ
っ
て
、
万
博
Ｉ
Ｄ
に
結
び
付
け
て
有
効

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

３

こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
こ
ど
も
招
待
一
日
券
」
と
は
、
会
期
中
に
一
回
二
千
二
十

五
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
会
場
に
入
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
い
う
。

４

こ
の
要
綱
に
お
い
て
「
招
待
夏
パ
ス
」
と
は
、
令
和
七
年
七
月
十
九
日
か
ら
同
年

八
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
の
会
場
に
入
場



す
る
こ
と
が
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
い
う
。

（
配
付
対
象
者
）

第
三
条

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
配
付
の
対
象
と
な
る
者
（
以
下
「
配
付
対
象
者
」
と
い

う
。
）
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

申
請
日
に
お
い
て
、
市
の
区
域
内
に
居
所
を
有
し
て
い
る
者

二

平
成
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

三

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

イ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
大
阪
府
暴
力
団
排

除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
若
し
く

は
箕
面
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
六
年
箕
面
市
条
例
第
四
十
四
号
）
第

二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
密
接
関
係
者

ロ

拘
禁
刑
以
上
の
刑
（
以
下
単
に
「
拘
禁
刑
」
と
い
う
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
一

年
を
経
過
し
な
い
者

ハ

既
に
本
事
業
及
び
本
事
業
に
準
ず
る
他
市
町
村
の
事
業
に
お
い
て
チ
ケ
ッ
ト

Ｉ
Ｄ
の
交
付
を
決
定
さ
れ
た
者

（
配
付
す
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
）

第
四
条

本
事
業
に
お
い
て
配
付
す
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
は
、
配
付
対
象
者
一
人
に
つ
き

次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
件
数
と
す
る
。

一

こ
ど
も
招
待
一
日
券

一
件
又
は
二
件

二

招
待
夏
パ
ス

一
件

（
申
請
者
等
）

第
五
条

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
配
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」



と
い
う
。
）
は
、
配
付
対
象
者
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の

他
の
者
で
、
配
付
対
象
者
を
現
に
監
護
す
る
者
を
い
う
。
）
、
世
帯
主
で
あ
る
配
付
対

象
者
又
は
市
長
が
申
請
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
配

付
対
象
者
が
施
設
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
当
該
施
設
の
責
任
者
（
以
下
「
施
設
長
」
と
い
う
。
）
を
申
請
者
と

し
、
里
親
（
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
へ
措
置
等
が
な
さ

れ
て
い
る
場
合
は
当
該
里
親
を
申
請
者
と
す
る
。

２

申
請
者
は
、
複
数
の
配
付
対
象
者
の
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
ま
と
め
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

申
請
者
は
、
大
阪
府
二
千
二
十
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
子
ど
も
招
待
事
業
（
以
下

「
府
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
請
と
合
わ
せ
て
本
事
業
に
係
る
申
請
を
す
る
こ

と
（
以
下
「
一
括
申
請
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
。

（
申
請
方
法
等
）

第
六
条

申
請
者
は
、
市
長
が
指
定
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
申
請
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
が
た
い
場

合
は
郵
送
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

申
請
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

書
類
の
写
し
を
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
号
及
び
第
三
号
以
外
の
者

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
書
類

イ

申
請
者
及
び
配
付
対
象
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
票
（
世
帯
主
及
び
続

柄
が
記
載
さ
れ
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
三
月
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
運
転
免
許
証
、
在

留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者
証
明
書
又
は
国
民
健
康
保
険
若
し
く
は
健
康
保
険
等

の
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
若
し
く
は
資
格
確
認
書

ロ

そ
の
他
イ
に
掲
げ
る
書
類
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
長
が
特
に
認
め
る
も
の



二

世
帯
主
で
あ
る
配
付
対
象
者

住
民
票
そ
の
他
住
民
票
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

市
長
が
特
に
認
め
る
も
の

三

里
親

イ
か
ら
ハ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
及
び
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
書
類

イ

大
阪
府
は
ぐ
く
み
ホ
ー
ム
（
養
育
里
親
）
証
明
書
、
大
阪
府
養
子
縁
組
里
親

証
明
書
又
は
大
阪
府
専
門
里
親
証
明
書

ロ

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
療
育
の
給
付
、
措
置
等
に
か
か
る
医
療
の
給

付
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
雇
児

福
発
〇
三
三
一
第
一
号
・
雇
児
母
発
〇
三
三
一
第
二
号
・
障
障
発
〇
三
三
一

第
二
号
。
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
長
・
雇
用
均

等
・
児
童
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
・
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害

福
祉
課
長
通
知
）
に
基
づ
く
受
診
券

ハ

里
親
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
証
明
書

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
長
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
配
付
対
象

者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
入
所
（
委
託
）
措
置
通
知
書
等
に
よ
り
確
認
の
上
、
施

設
用
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
及
び
配
付
対
象
者
一
覧
表
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り

申
請
す
る
こ
と
と
す
る
。

４

申
請
の
受
付
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

こ
ど
も
招
待
一
日
券

令
和
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
九
月
三
十
日
ま

で
（
郵
送
に
よ
る
申
請
に
あ
っ
て
は
、
令
和
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
九

月
十
二
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
。

二

招
待
夏
パ
ス

令
和
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
八
月
二
十
日
ま
で
（
郵

送
に
よ
る
申
請
に
あ
っ
て
は
、
令
和
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
八
月
十
八

日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）



（
交
付
決
定
等
）

第
七
条

市
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
審
査

し
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
交
付
の
可
否
の
決
定
（
以
下
「
交
付
決
定
等
」
と
い
う
。
）

を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
括
申
請
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
長
は
、
大
阪

府
知
事
（
以
下
「
知
事
」
と
い
う
。
）
の
審
査
に
基
づ
き
交
付
決
定
等
を
す
る
も
の

と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
府
事
業
に
係
る
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

知
事
が
交
付
決
定
等
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

市
長
は
、
申
請
者
が
申
請
し
た
内
容
に
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請
者

に
対
し
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
微
な
不
備
に
つ
い
て
は
、

職
権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
交
付
決
定
等
の
通
知
）

第
八
条

市
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
決
定
等
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
、
郵
送
申
請
書
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
、

交
付
を
決
定
し
た
と
き
は
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
交
付
決
定
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ

り
、
不
交
付
を
決
定
し
た
と
き
は
不
交
付
の
理
由
を
付
し
て
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
不
交
付

決
定
通
知
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

市
長
は
、
申
請
が
一
括
申
請
の
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
一
括
申
請
に
係
る
知
事
の

交
付
決
定
等
の
通
知
の
時
期
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
時
期
と
異
な
る
と
き

は
、
当
該
通
知
に
通
知
の
時
期
が
異
な
る
旨
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
交
付
決
定
の
取
消
し
等
）

第
九
条

市
長
は
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
交
付
の
決
定
を
受
け
た
者
が
次
に
掲
げ
る
事
由

に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
交
付
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
事
業
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
損
害
の
賠
償
を



請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

配
付
対
象
者
が
第
三
条
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

二

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
配
付
対
象
者
以
外
に
譲
渡
し
た
場
合

三

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
不
正
に
取
得
し
た
場
合

四

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
他
人
に
交
換
又
は
売
却
し
、
利
益
を
得
た
場
合

五

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
を
担
保
に
供
し
、
又
は
質
入
れ
を
行
っ
た
場
合

六

チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
取
得
、
使
用
等
に
関
し
て
詐
欺
等
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
場

合
七

そ
の
他
こ
の
要
綱
に
反
す
る
行
為
等
と
し
て
市
長
が
不
適
当
と
認
め
る
行
為
を

行
っ
た
場
合

２

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
の
決
定
を
取
り
消
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
交
付
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
交
付
の
決
定
に
係
る
申
請
が
郵
送
申
請
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
交
付
取
消
決
定
通
知
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

３

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
無
効
化
を

博
覧
会
協
会
に
対
し
て
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
長
は
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
不
交
付
の
決
定
を
受
け
た
配
付
対
象
者
が
第
三
条
に

規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
不
交
付
の
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
不
交
付
の
決
定
を
受
け

た
者
に
電
子
メ
ー
ル
（
当
該
不
交
付
の
決
定
に
係
る
申
請
が
郵
送
申
請
書
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
交
付
決
定
通
知
書
）
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
を

も
っ
て
不
交
付
の
決
定
を
取
り
消
し
、
交
付
の
決
定
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
調
査
等
）

第
十
条

本
事
業
に
お
い
て
前
条
に
規
定
す
る
取
消
し
の
事
由
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が



あ
る
と
き
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
調
査
に
応
じ
な
い
場
合
、
市
長
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
不
交
付
の
決

定
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
決
定
の
取
消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
紛
争
の
解
決
等
）

第
十
一
条

配
付
し
た
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
盗
難
、
紛
失
及
び
滅
失
に
対
し
て
、
市
長
は

一
切
責
任
を
負
わ
な
い
。

２

申
請
者
又
は
配
付
対
象
者
と
博
覧
会
協
会
と
の
間
で
の
苦
情
又
は
紛
争
が
生
じ
た

と
き
は
、
当
事
者
間
で
こ
れ
を
解
決
す
る
も
の
と
し
、
市
長
は
一
切
責
任
を
負
わ
な

い
。

（
個
人
情
報
の
取
扱
い
）

第
十
二
条

市
長
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
重
要
性
を
認
識
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
大
阪
府
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
大
阪
府
条
例
第
六
十
号
）
、
箕
面
市
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
箕
面
市
条
例
第
二
十
二
号
）
そ
の
他
法

令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
す
る
。

（
委
任
）

第
十
三
条

こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
六
年
訓
令
第
六
十
三
号
）

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
六
年
訓
令
第
七
十
三
号
）



こ
の
要
綱
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
三
号

ロ
の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
七
年
六

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
七
年
訓
令
第
四
十
一
号
）

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



別
表
第
一
（
第
五
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）

九八七六五四三二一

児
童
福
祉
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
施
設

児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
心
理
治
療
施
設

児
童
福
祉
法
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

児
童
福
祉
法
第
四
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

児
童
福
祉
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
養
護
施
設

児
童
福
祉
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院

児
童
福
祉
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育

事
業
に
係
る
施
設

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
に
係
る
施
設

二一

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親


